
プロフィール

◆高校３年時にドイツ・シュトゥットガルト国立音楽大学教授
アンドレ・マルシャンに留学を強く勧められ渡独。
オーストリア・ザルツブルグ・モーツアルテウム国立音楽大
学修士課程ではハンス・ライグラフ氏に師事。共に首席卒業。
在学中より、ヨーロッパ各国にて演奏活動を行う。

◆イギリス王室バグショット宮殿における御前演奏、ザルツブ
ルグ・ショパン協会主催ショパン没後150周年記念リサイタ
ル、ドレスデン・ゼンパーオーパー国立歌劇場等に出演。

◆チェコ国立ブルノフィル、ドルトムントフィル、アルメニア
フィル、東京フィル、新日本フィル、アンサンブル金沢はじ
め数多くのオーケストラと共演。

◆２００９年１１月にはアンドレイ・アニハーノフ指揮、サン
トペテルブルグ祝祭管弦楽団との共演により、東京オペラシ
ティーをはじめとする、十数か所に及ぶ全国ツアーが開催さ
れる。また２０１０年夏にはアルミンク指揮、新日本フィル
との共演予定など、活動のフィールドを日本にも広げつつあ
る。

〈受賞歴〉
２００２年

 

ブラームス国際音楽コンクール第２位
オーストリア政府よりヴュルディグング賞

２００２年

 

サレルノ国際ピアノコンクール第１位
併せて最優秀ドビュッシー演奏賞

２００３年

 

アントン・ルービンシュタイン国際ピアノコンクール
第３位

２００５年

 

シューベルト国際ピアノコンクール第２位

数々の国際コンクールでの優勝、入賞。ヨーロッパ各紙、共演者から、“最も繊細で洗練された解

 
釈芸術”“タッチの達人”と高く評価されるピアニスト、
今川裕代のアルバム「モントシャイン～月光」がリリースされました。

クラシカルライン

 

ＣＬＣＤ-1001
２００９年１１月１８日一般店頭発売

〈収録曲目〉
ドビュッシー：月の光/沈める寺/アナカプ

 

リの丘 /亜麻色の髪の乙女
ショパン：華麗なる大円舞曲

 

作品18   
ポロネーズ

 

第６番

 

「英雄」

 

作品53   
夜想曲

 

第２０番

 

遺作
リスト：愛の夢 /ラ・カンパネラ
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第14番
作品27の2

 

「月光」
シューマン：トロイメライ

プロモーションビデオ、インタ

 
ビューはクラシカルラインＷＥＢ
www.classicalline.netでご覧いた

 
だけます。

今川裕代の強い説得力で作品を浸透させる力、非の打ちどころのない技術、そして美しい音色

 
の表現力は音楽界の注目と支持を受けるに値する。

 
イングリット・ヘブラー

ザルツブルグにて

 

２００９年６月

イングリット・ヘブラー
「現代屈指のモーツァルト弾き」と謳われ、１９５０年代から半世紀にわたって第一線で演奏し続け、ピアノひとすじに道を究めたピア

 

ニスト。１９８０年ザルツブルクの国際モーツァルト財団よりモーツァルト・メダル、１９８６年ウィーン市功労金メダルなどその功績

 

に数々の賞が贈られている。

至上のイノセンス
 

今川裕代

http://www.classicalline.net/


ザルツブルク在住の日本人ピアニスト今川裕代は、８年前からブラッケンハイム（ドイツのバーデン＝ヴュルテンベルク州の都市）
コンラート・ザーム・ゲマインデハウスにおいて定期的に演奏会を行っている。
彼女の演奏会となると、当地の人は、興味深いプログラム構成と最高レベルのピアノ演奏を期待する。彼女の舞台姿は特に派手なもの

 

ではないが、その演奏は作品に忠実で本質的なものである。無条件で、高貴な演奏であるといえる。
世の中には、彗星の如く現れ、ほんの一時世間の注目を浴びたかと思うと直ぐにまた舞台から消え去って行くスターがいるが、今川裕代

 

はそのような存在ではない。彼女の視線は作曲家の意図そのものに向けられ、実際、彼女は、そう、あらゆる観点から作曲家の意図を明

 

らかにしている。
（中略）
この日のコンサートの頂点はローベルト・シューマンの天才的な作品「謝肉祭」作品9であった。今川裕代の演奏によりこの作品のもつ

 

詩的な全体像を体験することができた。
若し、極東出身の演奏家ではいくら努力しても中欧の偉大な作曲家に迫ることはできても決して完全に理解することはできないと主張す

 

る批評家たちがいるとすれば、彼等は今川裕代を知らないのだ。聴衆は演奏に圧倒されていた。
ブラッケンハイムの今川裕代――それは決して消滅させてはならない素晴らしい伝統である。

ギュンター・シュルツ

2006年11月19日演奏会評
Heilbronner Stimme紙（2006年11月23日付 新聞）



Trivischer

 

Volksfrend紙
２００８年７月１９日
ヒロヨ・イマガワ、ザルツブルグ在住、
国際的躍進が間近な、世界の若きベストピア

 
ニストの一人である。

Westdeutsche

 

Allgemeine

 

Zeitung

 

紙
2008年10月16日
驚くべき技術に加え、楽器上で

 
ファンタジーに満ち溢れ、スリリ

 
ングな物語を語ることも熟達して

 
いた。

Darｍstadlar

 

Echo新聞評
1９９７年２月８日

日本から最高峰の才能


	至上のイノセンス　今川裕代　　
	スライド番号 2
	スライド番号 3

